
 

国立大学法人島根大学役員会（第３８５回）＜議事要録＞ 

 
日 時   令和４年１０月２５日（火） １４：００ ～ １５：３５ 

場 所   本部棟５階 大会議室（TEAMS 利用） 

出席者     服部学長，藤田理事，肥後理事，大谷理事，椎名理事，藤波理事，上野理事，宮脇理事 

オブザーバー   千家監事，栗原監事 

欠席者     なし 

〔陪席：企画部長，研究・地方創生部長，教育・学生支援部長，総務部長，財務部長 

松江地区学部等事務部長，医学部事務部長，監査室長〕 

 

議題１ 国立大学法人ガバナンス・コードの適合状況（令和４年度）について 

○ 服部学長から国立大学法人ガバナンス・コードの適合状況（令和４年度）について説明があり，審議

の結果，原案どおり議決された。 
 

議題２ 会議体規程の制定について 

○ 藤田理事から会議体規程の制定について説明があり，審議の結果，原案どおり議決された。 

 

議題３ 職員給与規程の一部改正について 

○ 藤田理事から職員給与規程の一部改正について説明があり，審議の結果，原案どおり議決された。 

 

議題４ 外国人留学生規則，科目等履修生規則及び研究生規則の一部改正について 

○ 肥後理事から外国人留学生規則，科目等履修生規則及び研究生規則の一部改正について説明があり，

審議の結果，原案どおり議決された。 

 

議題５ サイバーセキュリティ対策等基本計画（案）について 

○ 藤田理事からサイバーセキュリティ対策等基本計画（案）について説明があった。 

○ 宮脇理事から，メール訓練などセキュリティ教育を繰り返し実施することにより，着実にセキュリ

ティ意識を高めていく必要があるとの意見があり，藤田理事からセキュリティ意識の向上については

従前から課題として認識しており，引き続き取り組んでいきたいとの発言があった。 

○ 審議の結果，原案どおり議決された。 

 

協議事項１ 定期モニタリングの実施について（附属学校における安全管理体制） 

○ 藤田理事から定期モニタリングの実施について（附属学校における安全管理体制）説明があった。 
○ 肥後理事から，附属学校は年齢層が幅広く，特に附属幼稚園においては遊具の安全管理や誤嚥対

策等，特有の対応が必要となる事項があると思われるが，年齢層に応じて対策をまとめたものがあ

るかとの質問があり，藤田理事から危機管理マニュアルの中で事案ごとに個別に記載されているが，

一定の年齢層向けにまとめたものがあるかは改めて確認する必要があるとの回答があった。 
○ 服部学長から，気象災害等の緊急事態が発生した場合，附属学校は大学と教育委員会のいずれの

指示に従うことになるかとの質問があった。肥後理事から教育委員会の動きとなるべく齟齬が無い

ようにしつつも，全体としては大学が判断することとなるのではないかとの回答があり，服部学長

から，緊急時に避難が遅れる等が無いよう，指示系統を明確にして対応を整理しておく必要がある

との意見があった。栗原監事から，附属学校は校区という考え方が無く，色々な地域から生徒等が

集まってくるため各地域との連携は必要となるが，一義的には学校の開設者として大学が責任を負

うことになるのではないかとの意見があった。 
○ 服部学長から，附属病院については附属病院長が理事として執行部に入っているため運営状況を

確認出来る体制になっているが，附属学校については所掌する理事がおらず執行部から運営状況が



 

見えにくい状態であるため，役員会としてどのように附属学校の運営状況を確認していくか，教育

学部とも相談しながら検討していく必要があるとの発言があった。 
○ 椎名理事から，松江市には原発も立地しており災害時に独特な対応を要する場合もあるため，有

事の際に混乱が生じないよう責任の所在や指揮命令系統を早めにはっきりさせておくことが必要

との意見があった。 
 

報告事項１ 早期退職の募集について 

○ 藤田理事から早期退職の募集について報告があった。 

 ○ 千家監事から，職員の働き方の選択肢を増やすという趣旨で早期退職の募集を行うということで

あれば，来年度以降は定例的に募集を行えるような形での規定化を検討してはどうかとの意見があ

り，服部学長から，現在は毎年度募集をするか制度上は決まっていないが，職員が自らの今後の働

き方を計画的に考えることが出来るようになれば働き方改革の面でも好ましいため，規定化につい

て検討したいとの発言があった。 

 

報告事項２ 公的研究費等の不正使用の防止に向けた啓発活動（令和４年度第３四半期）について 

○ 藤波理事から公的研究費等の不正使用の防止に向けた啓発活動（令和４年度第３四半期）につ

いて報告があった。 

 
報告事項３ 令和４年度前期資金運用報告について 

○ 藤波理事から令和４年度前期資金運用報告について報告があった。 

 

報告事項４ 附属病院運営状況について 

○ 椎名理事から附属病院運営状況について報告があった。 

 

報告事項５ 研究費の不正使用防止の取組状況についての監査結果報告 

○ 千家監事から研究費の不正使用防止の取組状況についての監査結果について報告があった。 

 

報告事項６ 副学長の業務執行状況について 

○ 服部学長から令和４年４月～９月に係る副学長の業務執行状況について報告があった。 

 

その他 

 ○ 藤波理事から，第 384 回役員会（9 月 20 日開催）における千家監事からの「環境報告書 2022」

のダイジェスト版の発行予定に関する質問について，９月末に全体版と併せ発行済であるとの報告

があった。 

 ○ 肥後理事から，第 384 回役員会（9 月 20 日開催）における宮脇理事からの理系学生の大学院進

学状況に関する質問について，過去５年間の傾向として他大学の大学院へ進学する本学卒業生が、

本学の自然科学研究科博士前期課程に入学する他大学出身者を上回る傾向にあること，また他大学

出身者の本学への入学者が減少傾向にある等の課題があることの説明があった。 

○ 宮脇理事から，今の若者は野心を持つことが必要であり，大学で強いメンタリティを持った学生

を育成してイノベーションに繋げて欲しいとの意見があった。 

○ 上野理事から，協議事項１に関連し，災害等有事の際には想定外のことも起こりうると思うが，

安全管理体制はしっかりと整備しておく必要があるため，色々なケースを想定して整備を進めて欲

しいとの意見があった。 


